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韓
国
巡
礼
（
そ
の
２
）

　

�

　
　

主
任
司
祭　

中
村 

満
　

　
観
徳
亭
殉
教
記
念
館
を
後
に
、
二
時
間

程
の
徒
歩
巡
礼
へ
。
記
念
館
の
職
員
が
案

内
し
て
下
さ
っ
た
。
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

司
教
館
や
大
神
学
校
、
カ
テ
ド
ラ
ル
（
写

真
①
）
な
ど
を
巡
っ
た
。
テ
グ
教
区
と
長

崎
教
区
の
関
り
は
深
い
。
戦
時
中
の
テ
グ

教
区
の
司
教
は
早
坂
久
兵
衛
司
教
様
で
、

一
九
四
二
～
四
六
年
ま
で
そ
の
任
に
あ
っ

た
。
長
崎

教
区
初
代

邦
人
司
教

の
早
坂
久

之
助
司
教

様
の
弟
に

当
た
る
。

久
兵
衛
司

教
様
は
、

テ
グ
教
区

の
聖
職
者

墓
地
（
写

真
②
）
に
埋
葬

さ
れ
て
い
る
。

二
度
目
の
墓
参

で
あ
っ
た
が
、

墓
前
（
写
真
③
）

で
祈
り
を
捧
げ

る
こ
と
が
で
き

感
慨
深
い
も
の

が
あ
っ
た
。
夕

刻
、
Ｋ
Ｔ
Ｘ
に
乗
り
、
ソ
ウ
ル
市
内
へ
。

夕
食
を
李
さ
ん
と
摂
り
、
ホ
テ
ル
へ
、
泊
。

　

韓
国
巡
礼
、
三
日
目
。
主
な
殉
教
地
、

巡
礼
地
は
訪
れ
て
い
る
が
、
李
さ
ん
に
よ

い
た
捕
盗
庁
、

罪
人
を
取
り
調

べ
る
官
庁
の
義

禁
府
（
写
真
④
）

な
ど
の
跡
地
を

巡
り
、
迫
害
の

歴
史
も
含
め
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。
歴
史

ド
ラ
マ
の
内
容
が
頭
の
中
で
再
演
さ
れ
、

有
意
義
な
一
時
だ
っ
た
。

　

四
日
目
。
巡
礼
と
は
関
係
な
い
が
一

回
は
訪
れ
て
い
た
方
が
良
い
と
の
意
見

で
、
北
朝
鮮
と
の
国
境
線
の
臨
津
江
（
イ

ム
ジ
ン
）
河
と
漢
江
（
ハ
ン
ガ
ン
）
河
の

交
差
す
る
地
（
写
真
⑤
）
に
あ
る
に
あ

る
臨
津
閣

公
園
に
朝

か
ら
出
か

け
た
。
国

境
線
が
近

い
と
こ
ろ

は
四
六
〇

メ
ー
ト
ル

し
か
離
れ

て
お
ら
ず

間
近
に
北
側
が
見
え
る
。
板
門
店
の
場
所

は
予
想
で
き
た
が
、
肉
眼
で
は
確
認
で
き

な
か
っ
た
。
北
側
の
農
地
の
風
景
や
土
の

道
路
を
眺
め
な
が
ら
経
済
格
差
が
あ
ま
り

に
も
大
き
い
と
の
感
を
強
く
し
た
。

　
ソ
ウ
ル
に
戻
る
途
中
で
、
遅
い
昼
食
を

摂
り
、
議
政
府
（
ウ
イ
ジ
ョ
ン
ブ
）
教
区

の
マ
ー
ジ
ェ
に
あ
る
聖
パ
ウ
ロ
丁
夏
祥
の

生
家
（
写
真
⑥
）
を
訪
ね
た
。
姉
の
聖
エ

リ
ザ
ベ
ト
丁
情
恵
も
列
聖
さ
れ
て
い
て
、

二
人
と
も
一
八
三
九
年
に
ソ
ウ
ル
の
西
小

門
で
殉
教
し
た
。
父
親
は
一
八
〇
一
年
に

殉
教
し
て
い
た
が
、
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

が
訪
韓
し
た
三
年
前
に
福
者
に
列
せ
ら
れ

た
。
聖
者
た
ち
の
家
族
の
生
家
は
当
時
の

生
活
の
様
子
が
分
か
る
よ
う
に
再
現
さ
れ

て
い
て
訪
ね
甲
斐
の
あ
る
巡
礼
地
だ
っ
た
。

①

②

③

⑤

⑥

れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
案
内
す
る
所
が

あ
る
と
い
う
の
で
ソ
ウ
ル
市
内
を

巡
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
一

緒
に
徒
歩
巡
礼
。
歴
史
物
の
韓
ド

ラ
を
好
ん
で
観
て
い
る
事
を
知
っ

て
い
る
李
さ
ん
ら
し
く
、
李
王
朝

時
代
の
司
法
行
政
の
官
庁
だ
っ
た

漢
城
府
、
犯
罪
を
取
り
締
ま
っ
て

④
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年

月　

日

行　
　
　

事　
　
　

名

担　
　

当

29 年
４
月
９
日
新
旧
班
長
会
議

経
済
問
題
評
議
会

４
月
16
日
復
活
祭
・
た
ま
ご
配
り

女
性
部

４
月
23
日
小
教
区
評
議
会
総
会

本
部

４
月
30
日
一
杯
茶
屋

生
涯
養
成
委
員
会

５
月　
　

聖
母
月
（
ロ
ザ
リ
オ
参
加
賞
の
準
備
）

信
仰
教
育
委
員
会

５
月　
　

「
こ
こ
ろ
２
１
０
号
」
発
行

広
報
委
員
会

５
月
14
日
ル
ル
ド
祭
（
井
持
浦
小
教
区
）

下
五
島
地
区
評
議
会

５
月
21
日
信
徒
総
会

本
部
・
経
済
問
題
評
議
会

６
月
11
日
一
杯
茶
屋

生
涯
養
成
委
員
会

６
月
25
日
一
杯
茶
屋

生
涯
養
成
委
員
会

６
月　
　

高
校
生
総
会

青
少
年
委
員
会

７
月
９
日
小
教
区
定
例
評
議
会
会
議

本
部

７
月
23
日
一
杯
茶
屋

生
涯
養
成
委
員
会

７
月　
　

小
学
生
黙
想
会

下
五
島
地
区
評
議
会

７
月
30
日
一
杯
茶
屋

生
涯
養
成
委
員
会

８
月
６
日
教
会
内
外
・
墓
地
清
掃

本
部
・
経
済
問
題
評
議
会

８
月
13
日
聖
母
祭
・
夜
市

小
教
区
評
議
会

８
月　
　

中
学
生
黙
想
会

下
五
島
地
区
評
議
会

８
月　
　

神
学
生
・
志
願
生
激
励
会

召
命
委
員
会

８
月　
　

「
こ
こ
ろ
２
１
１
号
」
発
行

広
報
委
員
会

９
月
３
日
小
教
区
定
例
評
議
会
会
議

本
部

９
月
10
日
地
区
ス
ポ
ー
ツ
大
会

下
五
島
地
区
評
議
会

９
月
17
日
敬
老
者
祝
賀
会

本
部

９
月
17
日
聖
ミ
カ
エ
ル
中
村
神
父
様
霊
名
お
祝
い

評
議
会

９
月
24
日
一
杯
茶
屋

生
涯
養
成
委
員
会

10
月　
　

ロ
ザ
リ
オ
の
月
（
参
加
賞
準
備
）

信
仰
教
育
委
員
会

10
月
８
日
一
杯
茶
屋

生
涯
養
成
委
員
会

10
月
22
日
一
杯
茶
屋

生
涯
養
成
委
員
会

10
月
29
日
牢
屋
の
窄
殉
教
祭
（
浜
脇
小
教
区
）

下
五
島
地
区
評
議
会

10
月　
　

「
こ
こ
ろ
２
１
２
号
」
発
行

広
報
委
員
会

11
月
２
日

　

〜
５
日  

ク
ル
シ
リ
ヨ

下
五
島
地
区
評
議
会

11
月
３
日
墓
地
ミ
サ
・
清
掃

経
済
問
題
評
議
会

11
月
12
日
小
教
区
定
例
評
議
会
会
議

本
部

11
月
26
日
初
聖
体
式

信
仰
教
育
委
員
会

11
月
26
日
一
杯
茶
屋

生
涯
養
成
委
員
会

年

月　

日

行　
　
　

事　
　
　

名

担　
　

当

29 年
12
月
３
日
ク
リ
ス
マ
ス
馬
小
屋
、
教
会
周
辺
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
飾
付

小
教
区
評
議
会

12
月
３
日
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
小
島
神
父
様
霊
名
お
祝
い

評
議
会

12
月
10
日
一
杯
茶
屋

生
涯
養
成
委
員
会

12
月
24
日
ク
リ
ス
マ
ス
募
金

下
五
島
地
区
評
議
会

12
月
24
日
ぜ
ん
ざ
い
会

青
少
年
委
員
会

12
月
31
日
一
杯
茶
屋

生
涯
養
成
委
員
会

12
月   

  
「
こ
こ
ろ
２
１
３
号
」
発
行

広
報
委
員
会

30 年
１
月
14
日
小
教
区
定
例
評
議
会
会
議

本
部

１
月
14
日
ク
リ
ス
マ
ス
馬
小
屋
、
教
会
周
辺
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
撤
去

小
教
区
評
議
会

１
月
21
日
下
五
島
地
区
合
同
堅
信
式

本
部
（
下
五
島
地
区
）

１
月
28
日
一
杯
茶
屋

生
涯
養
成
委
員
会

１
月
30
日
司
祭
団
マ
ラ
ソ
ン
大
会

下
五
島
地
区
評
議
会

２
月
11
日
一
杯
茶
屋

生
涯
養
成
委
員
会

２
月
25
日
一
杯
茶
屋

生
涯
養
成
委
員
会

２
月　
　

「
こ
こ
ろ
２
１
４
号
」
発
行

広
報
委
員
会

３
月
11
日
小
教
区
定
例
評
議
会
会
議

本
部

３
月　
　

高
校
生
「
旅
立
ち
の
つ
ど
い
」
開
催

青
少
年
委
員
会

３
月　
　

神
学
生
・
志
願
生
激
励
会

召
命
委
員
会

 

２
０
１
７（
平
成
29
）年
度 

カ
ト
リ
ッ
ク
福
江
小
教
区
評
議
会
活
動
計
画

※　

各
委
員
会
会
議
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
省
略
し
て
い
ま
す
。

○
生
涯
養
成
委
員
会　

��

①
主
任
・
助
任
司
祭
へ
の
霊
名
の
祝
日
に
向
け
て
の
霊
的
花
束
作
り

②
一
杯
茶
屋

○
信
仰
教
育
委
員
会　

①
聖
母
月
、
ロ
ザ
リ
オ
の
月
の
参
加
賞
準
備
（
５
月
、
10
月
）

②
小
学
生
ク
リ
ス
マ
ス
会
（
12
月
）
③
初
聖
体
・
堅
信
式
保
護
者
会

○
典
礼
委
員
会　

①
年
間
を
通
し
て
の
典
礼
奉
仕
（
当
番
表
）

②
毎
日
の
ロ
ザ
リ
オ
の
意
向
及
び
土
曜
日
・
日
曜
日
の
共
同
祈
願
作
り

③
毎
日
の
ミ
サ
・
聖
書
と
典
礼
の
配
布　

④
聖
書
愛
読
運
動　

⑤
聖
週
間
の
金
曜
日
の
十
字
架
の
道
行
き

○
広
報
委
員
会　

①
小
教
区
誌
「
こ
こ
ろ
」
発
行
及
び
、
教
区
誌
「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
報
」
等
の
配
布
準
備

○
召
命
委
員
会　

①
小
教
区
出
身
聖
職
者
へ
「
こ
こ
ろ
」
を
送
付

②
聖
体
賛
美
式
で
の
先
唱
奉
仕
（
毎
月
初
金
曜
日
19
時
よ
り
）

③
召
命
者
激
励
の
集
い
（
８
月
、
翌
年
３
月
）

○
青
少
年
委
員
会　

①
ク
リ
ス
マ
ス
夜
半
ミ
サ
の
後
、
ク
ッ
キ
ー
・
ぜ
ん
ざ
い
の
ふ
る
ま
い

②
卒
業
生
を
対
象
に
「
旅
立
ち
の
つ
ど
い
」
開
催

○
福
祉
委
員
会　

①
ハ
ウ
ス
オ
ブ
ジ
ョ
イ
へ
の
募
金
と
り
ま
と
め
（
毎
月
）

②
一
菜
募
金
の
補
助
（
毎
月
）
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前
議
長
が
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
す
る
こ
と
か
ら
、
中
村
主
任
神

父
様
の
要
請
に
よ
り
議
長
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
六
年
前
の
東
日
本
大
震
災
後
に
は
、「
絆
」
と
か
「
繋
ぐ
」
と

の
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
し
た
。
私
達
は
三
年
前
に
「
小
教
区
設

立
百
周
年
」
を
、二
年
前
に
は
「
日
本
の
信
徒
発
見
百
五
十
周
年
」

を
迎
え
、
子
や
孫
へ
信
仰
を
受
け
継
ぎ
、
伝
え
て
い
く
こ
と
を
決

意
し
た
と
思
い
ま
す
。
信
徒
の
皆
様
が
教
会
活
動
へ
無
関
心
で
は

な
く
、
関
心
を
持
っ
て
協
力
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
、
小
教
区

の
発
展
や
信
仰
を
伝
え
て
い
く
こ
と
な
ど
出
来
ま
せ
ん
。
評
議
員

一
同
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
議
長
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

収  入  合  計 1,329,415

支  出  合  計 939,773

残 　   額
（翌年度へ繰越金） 389,642

― 2016（平成28）年度カトリック福江小教区評議会決算書 ―
（平成 28年４月１日〜平成 29年３月31日） （単位：円）

（単位：円）

項 　 目 決 算 額 予 算 額 比　較 備　　　考

繰 越 金 319,403 319,403 0 前年度からの繰越金

活 動 費 1,000,000 1,214,000 -214,000 小教区維持費から

雑 収 入 10,000 0 10,000 下五島地区評議会から（スポーツ大会参加賞）

預 金 利 息 12 100 -88 普通預金

合 計 1,329,415 1,533,503 -204,088

項 　 目 決 算 額 予 算 額 比　較 備　　　考

行 事 費 939,773 1,433,403 -493,630

予 備 費 0 100,100 -100,100

合 計 939,773 1,533,503 -593,730

行事費内訳 支　出 繰越金

本部会計 247,537  138,998

生涯養成委員会 11,484 9,016

信仰教育委員会 236,711 61,300

典礼委員会 100,510 10,457

広報委員会 238,550 160

召命委員会 44,259 55,748

青少年委員会 28,155 65,325

福祉委員会 3,752 26,615

女性部 28,815 22,023

小　計 939,773 389,642

収入の部

支出の部

カトリック福江小教区評議会評議員
役  職 氏　　　名 備　　　　考

会 長 中 村 　 満 主任司祭
副 会 長 小 島 　 明 助任司祭
議 長 入 口 正 雄 主任司祭の委任を受けた者
副 議 長 岩  下  政  利 典礼委員長
副 議 長 梅　木　広　成 主任司祭の委任を受けた者
書 記 下 﨑 和 樹 主任司祭の委任を受けた者
会 計 赤 窄 久 美 子 主任司祭の委任を受けた者
評 議 員 田 端 妙 子 経済問題評議員（会計）地区委員（松山）
評 議 員 平　川　康　子 経済問題評議員（番町南）
評 議 員 赤 尾 　 学 経済問題評議員（番町北）
評 議 員 宮　本　信　子 経済問題評議員（松山）
評 議 員 堤 　 良 子 経済問題評議員（水主）
評 議 員 浦 　 国 昭 経済問題評議員・地区委員（町組）
評 議 員 濵　端　賢　一 地区委員（水主町地区）
評 議 員 本　山　孝　雄 地区委員（番町南地区）
評 議 員 川 尻 昭 子 地区委員（番町北）・福祉委員長
評 議 員 水 谷 久 美 子 生涯養成委員長
評 議 員 田　崎　幸　一 生涯養成副委員長
評 議 員 柿　山　実　加 信仰教育委員長
評 議 員 熊 川 い せ 子 信仰教育副委員長
評 議 員 濱　﨑　直　樹 広報委員長・典礼副委員長
評 議 員 山 下  勇 広報副委員長
評 議 員 外 輪 津 代 子 召命委員長
評 議 員 松　本　昭　子 召命副委員長
評 議 員 川　村　由　加 青少年委員長
評 議 員 山　口　幸　子 青少年副委員長
評 議 員 濱　﨑　静　子 福祉副委員長
評 議 員 鍋　内　絹　代 女性部会長
評 議 員 佐　舗　初　美 女性部副会長
評 議 員 Sr. 牧 野 た か 子 カテキスタ
評 議 員 Sr. 山 下 幸 子 福江修道院長
評 議 員 Sr. 真 浦 茅 乃 聖家族修道院長

  

教
会
活
動
に
無
関
心
で
は
な
く
、

　
　  

関
心
を
持
っ
て
協
力
し
て
下
さ
い

�

評
議
会
議
長
　
入
口  

正
雄
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編
集
後
記

　
新
年
度
初
め
の
広
報
誌「
こ
こ
ろ
」

を
発
行
し
ま
し
た
。
評
議
会
役
員
も

改
選
が
あ
り
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー
も

加
わ
り
ま
し
た
。
福
江
教
会
が
よ
り

良
い
発
展
を
遂
げ
る
よ
う
信
徒
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
高
齢
化
が
進
む
中
、
自
由
に
ミ
サ

に
寄
る
事
が
出
来
な
い
方
が
増
え
て

い
ま
す
。
福
祉
委
員
会
で
は
、
毎
月

第
三
日
曜
日
に
、
二
番
ミ
サ
時
の
送

迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
送
迎
を
し
て
い
た
だ
け
る

方
が
少
な
く
て
困
っ
て
い
ま
す
。　

　
“
知
り
合
い
の
車
に
便
乗
し
て
も

ら
い
教
会
に
行
く
お
手
伝
い
”
と
お

考
え
く
だ
さ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。“
つ

い
で
に
乗
っ
て
行
く
？
”
送
迎
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
も
ら
え
ま
せ

ん
か
？　
教
会
活
動
で
の
各
種
保
険

の
適
用
と
な
る
た
め
心
配
な
く
。
詳

し
く
は
、
福
祉
委
員
会
か
神
父
様
ま

で
！ 

（
Ｎ
・
Ｈ
）

《
寄
付
・
香
典
返
し
》
御 

礼

〇 

桑
村　
玲
子 

様

　
 

故　
ア
グ
ネ
ス　
宮
原　
フ
サ
エ 

様

○ 
宮
崎　
ト
シ
コ 

様

　
 

故　
ド
ミ
ニ
コ　
宮
崎　
留
義 

様

○ 
谷
尾　
英
樹 

様

　

 

故　
ア
ウ
グ
ス
チ
ノ　
谷
尾　
榮 

様

　
右
記
の
方
々
か
ら
、
寄
付
及
び
香
典
返

し
と
し
て
ご
芳
志
を
賜
り
ま
し
た
。

　
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
故
人

の
永
遠
の
安
息
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
聖
書
を
最
初
か

ら
最
後
ま
で
読
み
通
し
た
こ

と
あ
り
ま
す
か
？　
な
か
な

か
い
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
で

も
、
一
人
で
は
出
来
な
い
こ

と
も
み
ん
な
で
集
ま
れ
ば
出

来
な
い
こ
と
も
な
い
か
も
…

と
い
う
こ
と
で
、“
聖
書
を

読
み
通
す
集
い
”
を
や
っ
て

み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
六
月
四
日
（
日
）
の
二
番

ミ
サ
後
に
、
信
徒
会
館
の
二

階
に
て
一
回
目
の
集
い
を
行
い
ま
す
の

で
、
興
味
の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
参
加
し
て

下
さ
い
（
一
回
三
十
分
程
度
の
通
読
を
予

定
し
て
い
ま
す
）。
信
徒
の
方
は
も
ち
ろ

ん
、
信
者
で
な
い
方
も
大
歓
迎
で
す
。
お

友
達
と
一
緒
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　

詳
し
く
は
、
福
江
教

会
の
聖
堂
入
り
口
付
近

に
ポ
ス
タ
ー
に
て
掲
示

し
ま
す
。

“聖書を読み通す集い”
に参加してみませんか？

　
三
月
二
六
日
（
日
）
二
番
ミ
サ
後
、
神

学
生
を
励
ま
す
会
が
信
徒
会
館
に
て
執
り

行
わ
れ
、
神
学
生
の
吉
原
祐
則
さ
ん
の
激

励
に
約
四
十
名
の
信
徒
が
集
ま
っ
た
。

　
祐
則
さ
ん
は
今
回
、
無
事
に
長
崎
カ
ト

リ
ッ
ク
神
学
院
を
卒
業
し
ま
し
た
。
今
後

は
福
岡
コ
レ
ジ
オ
に
て
４
年
間
在
籍
し
、

大
学
で
保
育
の
勉
強
を
し
な
が
ら
過
ご
す

と
の
事
で
す
。
ま
だ
ま
だ
司
祭
へ
の
道

は
長
く
険
し

い
事
で
あ
り

ま
す
が
、
司

祭
を
夢
見
た

日
の
こ
と
を

忘
れ
ず
に
充

実
し
た
日
々

を
過
ご
し
て

行
っ
て
欲
し

神
学
生
を
励
ま
す
会

　
四
月
九
日（
日
）

二
番
ミ
サ
後
に
、

信
徒
会
館
に
て

新
旧
班
長
会
議

が
開
か
れ
た
。

例
年
通
り
、
役

員
よ
り
班
長
の

主
な
役
割
に
つ

い
て
丁
寧
な
説

明
が
あ
り
、
そ
の
後
旧
班
長
さ
ん
の
慰
労

を
兼
ね
て
食
事
会
と
な
っ
た
。

　
信
徒
の
皆
さ
ん
、
班
長
の
負
担
軽
減
の

た
め
維
持
費
・
大
司
教
区
費
の
集
金
時
、

可
能
で
あ
れ
ば
複
数
月
ま
と
め
て
納
入
も

で
き
ま
す
の
で
、
負
担
に
な
ら
な
い
程
度

に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
班
長

さ
ん
は
信
徒
の
方
々
、
特
に
他
の
小
教
区

よ
り
転
入
し
て
こ
ら
れ
た
方
へ
の
声
掛
け

を
お
願
い
し
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
点
は
、

遠
慮
な
く
地
区
委
員
や
経
済
問
題
評
議
員

へ
ご
相
談
下
さ
い
。
一
年
間
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

地　区 班 氏　名 世帯数
番町北 １班 江頭憲一郎 15

２班 中 島 安 法 18
３班 村 中 秋 人 13
４班 平 山 和 子 13
５班 山 口　 聖 17
６班 門 脇 智 子 14

番町南 １班 越 山 忠 好 16
２班 谷 口 陽 治 21
３班 岩 下 光 秀 12
４班 堺　 政 紀 11
５班 白 浜 利 平 14
６班 山 崎 和 男 14
７班 大 窄 靖 弘 17
８班 山 下　 浩 11

町地区 １班 中 野 邦 晴 13
２班 北 川 博 行 12
３班 坂 谷 静 男 13
４班 木 場 清 美 4
５班 中 村 末 吉 6
６班 浦　 義 昭 14
７班 赤 窄 博 秋 11

水主町 １班 川端美奈子 10
２班 松田奈保美 11
３班 赤 尾 輝 幸 8
４班 原 塚 誠 一 8
５班 水谷貴美子 13

松　山 １班 磯 辺 清 子 11
２班 富 上 清 吉 11
３班 川 野　 暁 14
４班 入 口 富 男 18
５班 岩 下 康 孝 11
６班 堂 崎 正 義 14
７班 梅 木　 徹 19
８班 濱 崎 直 樹 16

地 区 外 11

平成29年度 班長
  

新
旧
班
長
会
議

い
と
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

祐
則
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
更
に
忙
し
く

な
る
で
し
ょ
う
が
、
た
ま
に
は
福
江
教

会
を
訪
れ
て
子
供
た
ち
に
成
長
し
た
姿

を
見
せ
て
憧
れ
の
存
在
で
居
続
け
て
下

さ
い
！


